
こ
の
当
時
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ 

ン
プ
車
が
無
か
っ
た
よ
う
で
ホ
ッ

パ
ー
で
の
打
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
レ
ー
ン
の
性
能
も
今
ほ
ど
で
は

な
い
の
で
、
結
構
な
作
業
時
間
が
掛

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

     

  

羽
村
地
区
の
発
展 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

つ
づ
い
て
羽
村
地
区
の
道
路
建

設
や
各
種
施
設
の
模
様
で
す
。
ま

ず
、
上
図
の
写
真
は
、
羽
村
市
内

の
道
路
並
び
に
、
各
施
設
の
施
工

４
１
７
４
番
地
に
建
設
さ
れ
た
羽

村
市
富
士
見
霊
園
の
造
成
の
様
子

で
す
。
当
時
こ
の
羽
村
瑞
穂
の
境

付
近
は
、
雑
木
林
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
の
中
を
切
り
開
い
て
の
造

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付

近
に
は
砂
利
採
掘
に
よ
る
巨
大
な 

砂
利
穴
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
の
写
真
は
、
羽
村
市
緑
ヶ
丘
４
丁
目
１
１
番
に
あ
り
ま
す
、
富

士
見
公
園
（
現
在
の
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
富
士
見
）
の
造
成
工
事
で

す
。
こ
の
公
園
は
昭
和
４
６
年
４
月
に
開
園
し
た
公
園
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
公
園
は
、
４
８
，
２
０
１ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

平
方
メ
ー
ト
ル
広
さ
で
テ
ニ
ス

グ
ラ
ウ
ン
ド
各
種
等
各
種
施
設

が
整
う
公
園
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
も
、
市
民
の
健
康
増

進
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
２
面
に
つ
づ
く
） 
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西
多
摩
土
木
遺
産 

 

「
温
故
知
新
」
第
５
回 

羽
村
地
区
の
発
展
と
多
摩
川
の
水
防 

 

HP アドレス 

私
ど
も
西
多
摩
建
設
業
協
会
の
協
会
員
は

代
々
、
西
多
摩
地
域
で
数
多
く
の
公
共
事
業
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
西
多
摩
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
つ
い
て
は
、
誰
よ

り
も
熟
知
し
て
い
る
集
団
で
は
な
い
か
と
い
う

自
負
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
更
に
磨
き
上
げ
、

地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
達
の
方
々
の
事
業
を
ふ

り
か
え
り
、
西
多
摩
土
木
遺
産
と
し
て
本
紙
面
に

て
記
事
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
西
多
摩
土
木
遺
産 

「
温
故
知
新
」
第
５
回
目
は
、
羽
村
地
区
協
会
員
、

（
株
）
島
田
組
よ
り
、
羽
村
地
区
の
発
展
と
多
摩

川
の
水
害
対
策
水
防
工
事
の
歩
み
に
つ
い
て
の

内
容
と
な
り
ま
す
。 

多
摩
川
の
水
防
対
策 

（
株
）
島
田
組
は
、
明
治
３
７
年
に
初
代
の
島

田
初
太
郎
氏
が
土
木
建
設
業
を
個
人
創
業
が
始

ま
り
と
し
、
昭
和
２
９
年
に
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
現
在
１
１
８
年
の
創
業
年
数
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

              

写
真
①
は
、
大
正
時
代
の
多
摩
川
羽
村
取
水
堰

上
流
の
丸
山
下
護
岸
並
び
水
制
工
補
修
風
景
で

す
。
当
初
は
、
東
京
府
の
水
道
部(

現
東
京
都
水
道

局)

の
仕
事
で
、
材
料
は
役
所
支
給
、
手
間
請
け
で

の
工
事
が
大
半
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

羽
村
取
水
堰
で
は
、
自
然
の
流
れ
が
蛇
篭(

じ
ゃ

か
ご)

や
枠
、
投
渡
堰(

な
げ
わ
た
し
ぜ
き)

に
よ
っ

て
誘
導
さ
れ
、
取
水
口
か
ら
玉
川
上
水
へ
取
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
蛇
篭
や
牛
枠
、
三
角
枠
と
い
っ

た
水
流
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
工
作
物
は
、
川
の

流
れ
を
変
え
、
上
水
の
水
位
を
一
定
に
保
つ
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

投
渡
堰
は
、
投
渡
木(

な
ぎ)

と
呼
ば
れ
る
丸
太

を
横
に
渡
し
、
そ
こ
へ
そ
れ
よ
り
細
い
丸
太
や
木

の
枝
、
砂
利
な
ど
を
あ
て
が
っ
て
作
っ
て
あ
り
ま

す
。
大
水
の
と
き
は
、
取
水
口
へ
水
が
集
ま
り
過

ぎ
て
水
門
や
土
手
を
壊
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の

投
渡
木
を
外
し
て
堰
を
取
り
払
い
、
水
を
多
摩
川

に
流
す
こ
と
で
上
水
を
守
り
ま
し
た
。 

こ
の
当
時
の
写
真
で
使
用
し
て
い
る
蛇
篭
は
現

代
の
鉄
線
で
は
な
く
竹
網
を
使
用
し
た
物
で
し

た
。 

             

写
真
②
の
作
業
は
、
堤
防
築
堤
風
景(

大
正
３

年)

で
す
。
こ
の
場
所
は
、
羽
村
取
水
堰
上
流
の

多
摩
川
べ
り
一
一
帯
で
根
搦
前
と
い
い
、
羽
村
市

内
唯
一
の
水
田
地
帯
で
す
。
明
治
末
期
、
二
回
に

わ
た
る
洪
水
で
田
畑
が
水
没
し
た
こ
と
か
ら
、
東

京
市(

当
時)

が
、
大
正
３
年
に
本
格
的
な
護
岸
工

事
に
着
手
、
同
１
２
年
に
一
本
杉
前
護
岸
工
事
を

完
成
さ
せ
、
こ
の
地
域
の
水
防
態
勢
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

写真①  

丸山下護岸並びに 

水制工補修風景 明治末期 

 

写真② 

「大正土手」築堤 

川
岸
段
丘
据
の
作
業
道(

農
道
、
現
在
市
道)

が
自

然
堤
防
に
な
り
ま
す
。
最
下
流
の
台
地
内
に
あ
る

根
溺
前
水
田
以
外
に
は
、
何
も
な
い
河
原
で
、
築

堤
に
は
現
地
河
川
の
玉
石
を
活
用
し
て
、
採
取
し

積
上
げ
た
そ
う
で
す
。
造
ら
れ
た
堤
防
は
、
大
正

時
代
と
い
う
こ
と
で
、「
大
正
土
手
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
６
年
に
新
た
に
改

修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
並
木
が
一
新
さ
れ
、

市
民
の
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。 

                 

         

写
真
③
、
④
は
、
羽
村
取
水
堰
下
流
の
堰
下
橋
下

部
工
事
で
す
。(

昭
和
５
３
年
３
月)

橋
脚
は
５
基
建

造
し
、
多
摩
川
を
横
断
し
て
、
右
岸
の
羽
地
区
（
清

流
地
区
）
に
行
く
人
道
橋
の
下
部
工
事
で
す
。 

昔
か
ら
、
多
摩
川
を
横
断
す
る
仮
設
橋
は
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
台
風
、
大
雨
等
で
流
さ
れ
た
り
、

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
で
も
人
道
橋
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
時
は

車
両
が
通
れ
る
構
造
に
な
っ
て
る
よ
う
で
す
。
写

真
④
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
状
況
で
す
が
、 

 

写真③ 

堰下橋下部工事 

 

写真④ 

橋脚コンクリート 

打設状況 

 

上図写真 

完成した 

堰下橋 

下部構造 

 

左上図 

写真 

富士見

霊園造

成のよ

うす 

 

上図 

写真 

富士見公園造

成のようす 



    西多摩建設業協会  広報委員会  ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 令和５年１０月２５日  第３５１号（２）  

              

 

  ９ 月 事 業 計 画  

１日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練 

１４日 広報委員会３５０号編集 

１５日 事業委員会 

１５日 災害対策安全委員会 

１５日 総務委員会 

１９日 理事会 

２２日 建災防 西多摩分会 全国労働衛生週間説明会 

 

  １０ 月 事 業 計 画  

 

１０日 広報委員会３５１号編集 

１２日 災害対策安全委員会 

１３日 事業委員会 

１６日 総務委員会 

１７日 理事会 

２１日 西建協 親睦ＢＢＱ大会 

  

   

（
１
面
よ
り
） 

つ
づ
い
て
は
、
市
内
の
道
路
造
成
工
事
紹
介
で

す
。 

                        

写
真
⑤
は
市
内
の
道
路
造
成
の
様
子
、
区
画
整
理

に
伴
い
新
た
な
道
路
が
造
成
し
て
い
ま
す
。
写
真
⑥

は
、
東
京
都
道
２
９
号
立
川
青
梅
線
（
新
奥
多
摩
街

道
）
川
崎
２
丁
目
付
近
に
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
も

都
市
計
画
に
基
づ
き
、
新
た
に
新
設
さ
れ
た
道
路
で

す
。
現
在
も
立
川
方
面
よ
り
青
梅
に
向
う
重
要
な
道

路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
取
材
は
、
羽
村
市
内
の
発
展
に
数
多
く
携
わ

っ
て
き
た
記
録
を
辿
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の

西
多
摩
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
維
持
に
向
け
て
、

地
元
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
地
元
建
設
業
集
団

と
し
て
成
長
を
考
え
る
機
会
と
感
じ
ま
し
た
。 

結
び
に
、
今
回
の
取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
、(

株)

島
田
組
、
代
表
取
締
役
社
長 

島
田
弘
道

氏
に
は
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

         

  

写真⑥道路造成 

東京都道 29 号 

立川青梅線（新奥多摩街道） 

写真⑤（羽村市緑ヶ丘） 

市内道路造成の様子 

感電災害を防ぐために 

（移動式クレーン・コンクリート圧送者等をご使用される方） 
 

 今般、令和５年８月以降に建設作業現場にて感電事故多

数発生しております。 

各種事業に携わる、協会員、賛助会員の皆さまに置かれま

したは、今一度の安全対策の徹底並びに、作業員への周知

をお願い致します。協会ホームページに詳細を掲載いたし

ますのでご確認よろしく願い致します。 

送電線付近で工事を行う皆さまへ 

安全に作業をしていただくために、施工前に作業内容・エ

法・使用重機の確認など、 施工される方と打合せをさせて

頂きますので、 事前にご連絡をお願いします。 

連絡先 

東電グループ 

タワーライン・ソリューション(株)多摩営業所 

TEL 042-533-3502 

FAX 042-533-3503 

 

配電線付近で工事を行う皆さまへ 

安全に作業をしていただくために、施工前に防護管の取り

付けをお願い致します。 

東電タウンプランニング(株)TTP コールセンター 

TEL 03-6630-9577 

 
 

 


